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この小さな〇が句読点の例にあたる。句読点
を振ることは、当時、読み手の作業とされる
ことだったため、このように句読点も含めて
印刷された古活字版は珍しい。

右は当館所蔵の嵯峨本『徒然草』＜請求記号　WA7-219 ＞
嵯峨本（右）も、烏丸本（左）と同じく古活字版で、連続活字を用いた印刷である。
升目を重ねてみると、一見したところ両者ともに升目に収まらないように見えるが、
嵯峨本は連続活字の単位でみると、おおむね升目に収まることがわかる。それに対し、
烏丸本の活字は多くが升目に収まらず、非常に自由奔放で躍動感に溢れている。現代
の活字のイメージと大きくかけ離れているだけでなく、古活字版としても異例であり、
その使用目的や印刷技法については、興味深い議論が続いている。
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烏丸本（今回指定） 嵯峨本（参考）
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本
書
は
、
無
住
道
暁
（
１
２
２
６
‐

１
３
１
２
）の
著
し
た
仏
教
説
話
集『
沙

石
集
』
の
古
活
字
版
で
す
。

　

古
活
字
版
の
『
沙
石
集
』
は
数
種
類

あ
り
、そ
の
う
ち
慶
長
10
（
１
６
０
５
）

年
刊
本
は
、
京
都
の
要
法
寺
に
て
日
性 

（
１
５
５
４
‐
１
６
１
４
）
の
主
導
の

も
と
に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
著
名

な
学
僧
で
あ
っ
た
日
性
は
、
多
く
の
出

版
を
手
掛
け
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
要
法

寺
版
と
総
称
さ
れ
て
い
ま
す
。
慶
長
後

期
に
は
、
印
刷
を
下
請
け
に
担
わ
せ
る

こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
ら
し
く
、
近
年

の
研
究
で
は
、
こ
れ
ら
も
広
義
の
要
法

寺
版
と
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

本
書
に
は
前
述
の
慶
長
10
年
刊
本

と
同
一
の
刊
記
が
あ
り
ま
す
。
し
か

し
使
用
さ
れ
た
活
字
は
慶
長
10
年
刊

本
に
使
わ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
広

義
の
要
法
寺
版
と
み
な
さ
れ
る
慶
長

15
（
１
６
１
０
）
年
刊
『
太
平
記
』
等

に
使
わ
れ
た
も
の
と
同
種
の
も
の
で
あ

る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
本

書
は
慶
長
後
期
に
、
慶
長
10
年
刊
要
法

寺
版
『
沙
石
集
』
を
底
本
と
し
て
制
作

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
要
法
寺
版
と
深

い
関
わ
り
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で

す
。

　

今
回
貴
重
書
に
指
定
さ
れ
た
こ
の
資

料
の
特
徴
は
、
表
紙
の
芯
紙
に
古
活
字

版
『
大
学
章
句
』『
中
庸
章
句
』
の
反

故
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

『
中
庸
章
句
』
の
刊
記
に
名
の
あ
る
今

関
正
運
は
工
匠
と
し
て
印
刷
に
携
わ
っ

た
も
の
と
思
わ
れ
、
要
法
寺
と
も
関
係

が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す（

４
）。
要
法
寺

版
の
制
作
過
程
に
関
す
る
研
究
に
大
き

く
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
資
料
で

す
。

4　要法寺版(整版・乱版)『論語[集解]』10巻の刊記に名が出ている正運と同一人物と
考えられる。

沙石集10巻
< 請求記号　WA7-297>
無住道暁 ［著］　［慶長年間］
10 冊　大きさ28.0 × 21.5cm
古活字版　巻 5-10 の書き題簽書名 : 沙石　弘安 2 年自序、跋文あり　慶長 10 年要法寺
刊古活字版の翻刻　巻末に原刊記「慶長十 (己乙) 年仲春下浣八日圓智校讎」あり　四
周単辺（23.2 × 16.8cm）　無界　毎半葉 12 行　毎行 25-28 字　漢字片仮名交じり　四
つ目綴じ　栗皮表紙  下小口に付箋多数　表紙の芯紙に今関正運刊古活字版『大学章
句』『中庸章句』の反故を使用　各冊末に山並みに「福」らしき黒印あり

第 1 冊巻頭。

第 10 冊巻末。慶長 10 年の刊記があるが、これは
底本からそのまま引き写したものに過ぎず、本書
の実際の刊行年はこれより下ると考えられる。刊
記中に見える「圓智」は日性の号。



9 国立国会図書館月報 725号 2021.9

第 8 冊裏表紙。破損のため裏見返しがはがれ、芯
に使用された古活字版『中庸章句』第 33 丁が露出
している。表紙の補強のための裏張りには、刊本
の試し刷り、いらなくなった注文書、手紙等の反
故紙が再利用されることがあり、制作年代等を推
定する貴重な手がかりとなることがある。

黒く見える箇所は活字が切り抜かれて
いる。その部分に入るべき文字が欄外
に墨書されており、上部に「制度」「諸」、
下部には「考」等の書入れが見て取れ
る。

開くと…

通常はこの2枚は糊で
貼られている

見返し紙

表紙を補強するために、ここに
裏張りをほどこすことがある。
この裏張りには時として反故紙
が用いられる。

反故紙が使用される場所の例
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美人繪つくし
< 請求記号　WA32-24>
菱川吉兵衛 筆　鱗形屋　天和 3 （1683）
3 冊（合 2 冊）　大きさ27.0 × 18.5cm
書名は第 1 冊刷り題簽による　第 2 冊刷り題簽書名：美人
ゑつくし（角書：新板）　序題：美人繪づくし　四周単辺

（22.3 × 16.5cm）　無界　版心「美人盡」　第 1 冊：1-14
丁表　第 2 冊：14 丁裏 -40 丁　第 27 丁裏に一部補写あり　

「益田克徳所蔵」の書き入れあり　印記：小汀文庫 ［ほか
2 種］

玄宗皇帝の寵姫である楊貴妃とぐし君が双六で后の位を争う場
面。同様の場面は古浄瑠璃『和田酒盛』（左下　参考資料）の挿
絵でも描かれている。本書にはこの他にも、「小栗判官」、「花山
院后諍」等の、中・近世の語り物である説経節・古浄瑠璃等を
題材にしたと思われるエピソードが散見される。

【参考】『和田酒盛』 山本九兵衛　寛文 4（1664）
< 請求記号　辰 -45>
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『
美
人
繪
つ
く
し
』
は
、
菱
川
師
宣（
５
） 

（
１
６
１
８
？
‐
１
６
９
４
）
が
、
和

漢
の
故
事
・
説
話
に
登
場
す
る
美
人
を

描
い
た
絵
入
り
版
本
で
す
。
総
勢
43
名

の
美
人
を
そ
れ
ぞ
れ
見
開
き
で
紹
介

し
、
各
丁
の
上
部
４
分
の
１
に
美
人
の

挿
話
を
記
し
、
下
部
４
分
の
３
に
庭
や

建
物
を
背
景
に
、
流
麗
な
筆
致
で
人
物

が
伸
び
や
か
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
師

宣
円
熟
期
の
傑
作
の
一
つ
と
し
て
高
い

評
価
を
う
け
て
い
る
絵
本
で
す
。

　

当
館
本
は
、
天
和
３
（
１
６
８
３
）

年
５
月
の
刊
記
を
も
つ
『
美
人
繪
つ
く

し
』
で
す
。
全
２
冊
で
す
が
、
奥
書
に

「
取
集
三
冊
に
し
て
」
と
あ
る
こ
と
か

ら
、
本
来
３
冊
で
あ
っ
た
も
の
を
、
２

冊
に
合
本
し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
第

27
丁
裏
の
一
部
に
補
写
が
確
認
で
き
る

も
の
の
、
欠
丁
は
な
く
、
保
存
状
態
は

良
好
で
す
。

　

国
内
で
所
蔵
が
確
認
で
き
る
他
機
関

は
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
の
み

で
す
。
天
理
大
学
所
蔵
本
は
、
巻
末
の

識
語
等
に
よ
り
、
別
々
に
入
手
し
た
異

版
を
合
本
し
た
取
り
合
わ
せ
本
で
あ
る

こ
と
が
判
明
し
て
い
ま
す
。
当
館
本

は
、
全
丁
に
わ
た
り
同
版
で
あ
る
と
み

ら
れ
、
国
内
機
関
で
確
認
で
き
る
唯
一

の
同
版
に
よ
る
完
本
と
し
て
、
資
料
的

価
値
は
高
い
と
い
え
ま
す
。

5　浮世絵の確立者であり、版本の挿絵に最初に署名した
画工としても知られる。

須磨に流された在原行平と恋仲になった松風・村雨姉妹が別れを惜しむ場面。
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1 丁の表と裏に一歌人の姿絵と和歌が刷られているため、見開きにする
と右側に「猿丸太夫」の和歌、左側に「小野小町」の姿絵が配置される。
伝統的な歌仙絵では座像や後姿で描かれることが多い小野小町だが、本
書では前を向いた立ち姿で描かれている。

　

本
書
は
、
江
戸
時
代
中
期
を
代
表

す
る
浮
世
絵
師
で
あ
る
勝
川
春
章

（
１
７
２
６
？
‐
１
７
９
２
）
が
描
い

た
三
十
六
歌
仙（

６
）の
姿
絵
に
、
猨
山
周
之（
７
）

（
１
７
６
１
‐
１
７
８
６
）
の
筆
に
な

る
和
歌
を
添
え
た
多
色
摺
り
の
絵
入
り

版
本
で
す
。

　

優
れ
た
歌
人
の
肖
像
を
和
歌
と
と
も

に
描
い
た
歌
仙
絵
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら

江
戸
時
代
に
か
け
て
盛
行
し
、
様
々
な

作
品
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
書
の
歌

仙
絵
は
、
伝
統
的
な
歌
仙
絵
の
形
式
を

踏
襲
し
な
が
ら
も
、
変
化
に
富
ん
だ
構

図
や
、
写
実
的
な
描
写
に
特
色
が
み
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
肉
筆
画
の
名
手
と
し

て
も
知
ら
れ
た
春
章
の
緻
密
な
筆
致
と

典
雅
な
色
彩
が
、
高
度
な
摺
り
の
技
法

を
用
い
て
見
事
に
表
現
さ
れ
て
お
り
、

春
章
晩
年
を
代
表
す
る
絵
本
と
い
え
ま

す
。

　

本
書
に
は
、
姿
絵
の
な
い
和
歌
本
文

の
み
の
本
や
、
幕
末
頃
に
刊
行
さ
れ
た

と
思
わ
れ
る
極
端
な
色
合
い
の
本
等
の

諸
本
が
存
在
し
ま
す
。
当
館
本
は
、
一

歌
人
の
姿
絵
と
和
歌
を
、
各
丁
の
表
と

裏
に
配
し
、
一
首
お
き
に
和
歌
本
文
の

下
地
に
霞
模
様
が
摺
ら
れ
て
い
ま
す
。

表
紙
は
金
切
箔
を
散
ら
し
た
絹
張
り
で

す
。
装
丁
の
豪
華
さ
、
摺
り
・
版
木
の

状
態
等
か
ら
、
初
刷
本
と
推
定
さ
れ
ま

す
。
保
存
状
態
は
極
め
て
良
く
、
初
刷

と
推
定
さ
れ
る
本
の
中
で
も
、
特
に
良

く
原
装
を
と
ど
め
て
い
ま
す
。
摺
り
に

も
目
立
っ
た
退
色
は
な
く
、
江
戸
時
代

の
豪
華
絵
本
の
美
麗
さ
を
現
代
に
伝
え

る
貴
重
な
資
料
で
す
。

6　 藤原公任（966-1041）が選んだ36人の優れた歌人。
7　 書道の流派である猨山流の書家。

三十六歌仙
< 請求記号　WB36-8>
旭朗井勝酉爾春章 画　山崎金兵衛［ほか 2 名］　天明
9（1789）1 冊　大きさ29.7 × 21.3cm
書名は刷り題簽による　序題 : 謌仙雲井花　猨山周之
書　天明 8 年猨山周之序､ 勝春章序あり　色刷　絹張
薄浅葱色金切箔散らし表紙
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【参考1】『三十六歌仙』 本阿弥光悦 書　［慶長年間］
< 請求記号　WA7-180>

【参考 2】『〔小倉百人一首〕』菱川師宣 画　本問屋　
延宝 8（1680）< 請求記号　寄別 5-7-1-10>

いずれも「紀友則」の姿絵。目を閉じ、両手を前で組む構図は共通するが、
本書は、憂いを帯びた表情に端正な趣があり、衣装の文様は細部に至る
まで緻密に描かれている。
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坂本重治書簡　保井算哲（渋川春海）
宛　［貞享元年］4 月 5 日（C-001）

寺社奉行である坂本重治から春海に送
られた書簡。「当年甲子ニ候得は、万
吉之最初と奉祝候」とあり、貞享元

（1684）年の改暦に際して六十干支の
最初に当たる「甲子」が意味を持って
いたことがわかる。

渋川景佑書簡　渋川敬直宛　［天保 13 年］5 月 28 日（D-001）

渋川景佑（1787-1856?）は天文方高橋至時の次男で、渋川家に
養子に入り 9 代目となった。この書簡は、景佑が天保の改暦に際
して、陰陽頭の土御門家等との調整のため上京した折、江戸に
いる息子、敬直に送った一連の書簡 9 通の一つ。

　
「
天
文
方
渋
川
家
関
係
資
料
」
は
、

江
戸
幕
府
の
天
文
方
（
天
文
・
暦
術
等

を
担
当
す
る
役
職
）
で
あ
っ
た
渋
川
家

に
伝
来
し
た
資
料
で
す
。
初
代
の
渋
川

春
海（

８
） （
１
６
３
９
‐
１
７
１
５
）か
ら
、

最
後
の
天
文
方
で
あ
り
東
京
天
文
台
職

員
で
あ
っ
た
渋
川
敬よ

し
の
り典
（
１
８
３
８

‐
１
９
０
４
）
ま
で
約
２
０
０
年
12

代（
９
）
に
わ
た
る
文
書
、
記
録
、
著
作
等
、

２
７
４
点
か
ら
成
り
ま
す
。

　

こ
の
中
に
は
、
初
代
の
春
海
が
日
本

初
の
国
産
暦
で
あ
る
「
貞
享
暦
」
に
よ

る
改
暦
を
実
現
し
た
折
に
寺
社
奉
行
か

ら
送
ら
れ
た
書
簡
（
1
）
や
、
宝
暦
年

8　 幕府碁方、安井算哲（初代）の子。のち保井と改め、元禄15
（1702）年以降、渋川姓となる。通称、算哲（2世）、助左衛門。

9　10代敬直は天文方に就任しておらず、家督を相続していない。
10　A-010、A-030、B-141
11　A-007、A-011、A-011a、A-012、A-013、B-139
12　D-003、D-005、B-150、B-167、D-045、B-193、B-163、
D-001、D-007、D-047、D-004、D-002
13　渋川、猪飼、西川、山路、吉田、奥村、高橋、足立の8家。
うち渋川、山路、吉田、足立の4家が幕末まで存続した。

1

2

［天文方渋川家関係資料］
< 請求記号　WB32-4>

［江戸前期 - 昭和前期］　［写］274 点
浅野珠枝氏・浅野潤氏寄贈
資料番号は、中村士・伊藤節子・神田泰「浅野家所蔵「天文方
渋川家文書」の調査 ( Ⅰ )」(「国立天文台報」1(4)1993.2) 所収「天
文方渋川家文書一覧」と同じものを使用しています。C-050・
D-027 は寄贈時より欠番。F-001「英文鑑」・F-002「世界図写真」
は同一覧には掲載されていない資料です。
内容細目は国立国会図書館オンラインをご参照ください。
https://id.ndl.go.jp/bib/031308364

https://id.ndl.go.jp/bib/031308364
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春海君年譜（E-004）

渋川春海について、寛永 16（1639）年の出生から、正徳 2（1712）年
までの事績を記したもので、春海の自筆と推測されている。

間
の
「
御
用
留
」（
公
用
文
書
の
控
え

簿
）
の
一
部（
１
０
）、
幕
府
天
文
方
諸
家
に
つ

い
て
記
さ
れ
た
「
天
文
方
代
々
記
」
の

草
稿（

１
１
）、
天
保
の
改
暦
の
際
の
９
代
景か
げ
す
け佑

の
書
簡

（
１
２
） 

（
2
）
な
ど
、
各
時
期
に
お

け
る
天
文
方
の
活
動
を
う
か
が
わ
せ
る

資
料
が
多
数
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
春

海
の
自
筆
と
さ
れ
る
「
春
海
君
年
譜
」

（
3
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
渋
川
家
の

系
図
や
先
祖
書
、
養
子
縁
組
に
関
し
た

文
書
等
が
残
さ
れ
て
お
り
、
天
文
方
渋

川
家
を
研
究
す
る
上
で
基
本
と
な
る
資

料
で
す
。

　

こ
の
資
料
は
、
敬
典
の
娘
た
み

（
１
８
６
６
‐
１
９
４
９
）
の
嫁
ぎ
先

で
あ
る
浅
野
家
に
お
い
て
伝
え
ら
れ
て

い
た
も
の
で
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）

年
に
浅
野
珠
枝
氏
・
浅
野
潤
氏
か
ら
寄

贈
さ
れ
ま
し
た（
17-

21
ペ
ー
ジ
参
照
）。

江
戸
幕
府
の
天
文
方
は
８
家
あ
り
ま
し

た（
１
３
）が
、
明
治
維
新
以
降
そ
の
資
料
の
多

く
は
失
わ
れ
、
現
在
で
は
渋
川
家
の
も

の
を
除
き
、
ほ
ぼ
散
逸
し
て
い
ま
す
。

日
本
近
世
の
天
文
暦
学
史
の
研
究
に

と
っ
て
重
要
な
資
料
で
あ
り
、
今
後
さ

ら
な
る
調
査
・
研
究
が
行
わ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

3
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下編巻之 1 第 1 章に「シャーケスピール」とある。これ
はシェイクスピアの名を記載した日本最初の例として知
られている。

英文鑑（F-001）

10代渋川敬直（1815-1851）が Lindley Murray のEnglish Grammar
のオランダ語訳から翻訳したもので、日本語による初の英文法
書とされる。敬直は 9 代景佑の息子で、若くして天文方見習、
書物奉行を兼任するなど将来を嘱望されていたが、弘化 2（1845）
年不届の儀により処断され、幽閉先の豊後臼杵にて没した。こ
の資料は「英文鑑」唯一の伝存稿本である。

4

5 世界図写真（F-002）
「寛文庚戌秋 安井算哲謹記焉」と署名のある世界図（複製）の写真。世界図の所在は不明となっており、この写真は、寛文 10（1670）

年当時の春海の地理学知識とその典拠、それに基づく地球儀製作の過程を知る上で貴重である。
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浅野家所蔵

「天文方渋川家関係資料」
の寄贈に際して

　

そ
も
そ
も
こ
の
お
話
の
始
ま
り
は
平
成
４

（
１
９
９
２
）年
の
４
月
、
国
立
天
文
台
の
森

本
雅
樹
教
授
（
当
時
）
か
ら
の
お
電
話
で
し

た
。「
江
戸
時
代
に
天
文
学
や
暦
学
の
発
展

に
貢
献
し
た
、
天
文
方
初
代
の
渋
川
春
海
に

関
し
て
調
べ
て
い
た
と
こ
ろ
、
お
墓
の
あ
る

品
川
の
東
海
寺
の
住
職
さ
ん
か
ら
、
浅
野
家

が
お
墓
を
守
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
伺
い
ま

し
た
が
、
何
か
昔
の
資
料
を
お
持
ち
で
し
ょ

う
か
？
」
と
い
う
内
容
で
し
た
。

　

確
か
に
そ
れ
ら
し
き
資
料
が
浅
野
家
に
存

在
す
る
こ
と
は
以
前
か
ら
知
っ
て
い
ま
し

た
。
私
が
嫁
い
だ
浅
野
家
の
夫
の
祖
母
は
、

渋
川
家
末
え
い
13
代
・
渋
川
た
み
で
あ
り
、

昭
和
24
（
１
９
４
９
）年
に
84
歳
で
他
界
し
て

い
ま
し
た
（
私
が
浅
野
家
に
嫁
い
だ
の
は
昭

和
38
（
１
９
６
３
）年
）。
前
記
の
よ
う
な
森
本

先
生
か
ら
の
お
電
話
が
な
け
れ
ば
、
私
と
し

浅野 珠枝
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安
井
次
吉
算
哲

（
古
算
哲
）

渋
川
助
左
衛
門
春
海

（
安
井
算
哲
）

渋
川
図
書
昔
尹

渋
川
右
門
敬
尹

渋
川
図
書
敬
也

渋
川
六
蔵
則
休

渋
川
図
書
光
洪

渋
川
主
水
正
清

渋
川
富
五
郎
正
陽

渋
川
助
左
衛
門
景
佑

渋
川
六
蔵
敬
直

渋
川
膳
司
佑
賢

高
橋
至
時

高
橋
景
保

渋
川
孫
太
郎
敬
典

渋
川
た
み

琴
子

浅
野
智
門

海
野
美
盛

浅
野
浩

浅
野
喜
太
郎

常
子

泰
子

建
夫

佑珠
枝

（
長
女
）

原
直
文

周（
妻
）

（
長
男
）

（
次
男
）

潤（
妻
）

（
長
女
）

初
代

２
代
目

３
代
目

４
代
目

５
代
目

６
代
目

７
代
目

８
代
目

９
代
目

10
代
目

11
代
目

12
代
目

13
代
目

（
長
男
）

（
妻
）

て
は
渋
川
家
の
資
料
の
価
値
や
詳
細
に
関
し

て
は
知
り
得
な
い
こ
と
も
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
同
年
、
浅
野
家
に
江

戸
幕
府
天
文
方
渋
川
家
の
資
料
原
本
が
保
管

さ
れ
て
い
た
こ
と
は
公
に
な
り
、
当
時
の
夜

7
時
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
に
も
取
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
森
本
先
生
の
ご
同
僚
３
名
（
中

村
士

つ
こ
う

先
生
、伊
藤
節
子
先
生
、神
田
泰
先
生
）

が
我
が
家
に
お
見
え
に
な
り
ま
し
た
。
私
の

主
人
で
あ
る
佑ゆ

う

は
姉
や
弟
に
も
保
管
経
緯
の

詳
細
を
確
認
し
た
上
で
、
御
三
方
に
資
料
を

ご
覧
に
入
れ
た
と
こ
ろ
、「
こ
う
し
た
資
料

は
幕
末
の
混
乱
や
関
東
大
震
災
、
太
平
洋
戦

争
な
ど
を
経
て
多
く
が
失
わ
れ
て
お
り
、
歴

史
上
大
切
に
残
し
て
ゆ
き
た
い
資
料
」
と
の

こ
と
で
、
夏
の
暑
い
季
節
に
も
関
わ
ら
ず
、

何
日
も
我
が
家
に
通
わ
れ
て
、
膨
大
な
資
料

の
整
理
分
類
と
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
は
国
立
天
文
台
に
納
め
ら
れ
、
資
料
原
本

は
義
父
（
浩
）
の
生
家
の
金
庫
に
静
か
に
保

管
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
ま
ま
時
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、
令
和
元

（
２
０
１
９
）年
に
中
村
士
先
生
か
ら
久
し
ぶ

り
に
お
電
話
を
い
た
だ
き
、
国
立
天
文
台
に

所
蔵
さ
れ
て
い
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
見

て
、
原
本
の
閲
覧
も
希
望
さ
れ
て
い
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
当
時
、

私
は
実
母
、
主
人
、
実
兄
の
看
護
と
見
送
り

が
数
年
間
に
わ
た
り
忙
し
く
続
い
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、
渋
川
家
の
資
料
原
本
の
こ
と
は

す
っ
か
り
忘
れ
て
お
り
ま
し
た
。
頼
り
に
し

て
い
た
主
人
も
亡
く
な
っ
て
お
り
ま
し
た
の

で
、
大
切
な
資
料
を
こ
の
先
も
個
人
で
保
管

し
続
け
る
の
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
、
こ
の
機
会
に
、
公
的
な
場
所
等
で
の
管

畠山并安井系譜并澁川（E-010）

渋川家および
子孫の系図



19 国立国会図書館月報 725号 2021.9

理
を
お
願
い
で
き
な
い
も
の
か
と
、
思
い

切
っ
て
中
村
先
生
に
お
伺
い
の
お
手
紙
を
出

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
次
第
で
す
。
中
村
先
生

は
す
ぐ
に
お
返
事
を
く
だ
さ
り
、
ご
多
忙
に

も
関
わ
ら
ず
、
保
管
に
相
応
し
い
場
所
を
探

し
て
い
た
だ
い
た
結
果
、
国
立
国
会
図
書
館

に
お
け
る
保
管
へ
の
道
筋
を
つ
け
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

令
和
元
（
２
０
１
９
）年
夏
、
国
立
国
会
図
書

館
の
職
員
お
二
人
が
自
宅
ま
で
ご
足
労
く
だ

さ
り
、
中
村
先
生
も
お
立
会
い
の
も
と
、
改

め
て
膨
大
な
資
料
の
原
本
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
恥
ず
か
し
な
が
ら
、
私
は
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
撮
影
時
に
は
こ
れ
ら
資
料

を
よ
く
拝
見
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

こ
の
機
会
に
改
め
て
見
て
み
る
と
、
毛
筆
と

は
思
え
な
い
ほ
ど
緻
密
に
記
述
さ
れ
た
古
い

書
簡
、
機
械
で
描
い
た
よ
う
な
線
や
科
学
的

な
図
版
、
記
録
写
真
な
ど
に
、
た
だ
た
だ
驚

嘆
し
ま
し
た
。
天
文
学
等
に
明
る
く
な
い
立

場
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
資
料
の
貴
重

さ
を
再
認
識
し
、
先
人
の
偉
業
へ
の
畏
敬
の

念
に
包
ま
れ
る
、
極
め
て
濃
密
な
時
間
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
、
浅
野
家
に
眠
っ
て
い
た
天
文

方
渋
川
家
の
資
料
は
全
て
、
国
立
国
会
図
書

館
に
寄
贈
さ
せ
て
い
た
だ
く
運
び
と
な
り
ま

し
た
。準
貴
重
書
指
定
の
ご
承
認
も
頂
戴
し
、

日
本
の
歴
史
的
遺
産
と
し
て
、
大
変
な
お
手

数
の
も
と
で
虫
喰
い
等
の
修
復
も
施
し
つ

つ
、
撮
影
や
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
デ
ー
タ
保

存
も
進
め
た
い
と
の
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
当
に
光
栄
で
、身
に
余
る
思
い
で
す
。

　

大
変
古
い
資
料
の
寄
贈
に
際
し
、
各
種
の

連
絡
が
手
紙
や
電
話
で
は
な
く
、
現
代
的
に

メ
ー
ル
で
迅
速
・
丁
寧
に
行
わ
れ
、私
に
と
っ

て
は
ア
ナ
ロ
グ
か
ら
デ
ジ
タ
ル
と
い
う
、
時

代
の
変
遷
を
感
じ
る
機
会
の
ひ
と
つ
で
も
あ

り
ま
し
た
。
中
村
士
先
生
、
国
立
国
会
図
書

館
の
皆
様
、
私
の
息
子 

潤
に
も
そ
れ
ぞ
れ

の
お
仕
事
の
合
間
を
ぬ
っ
て
大
変
な
ご
尽
力

を
賜
り
、
大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

思
え
ば
、
浅
野
の
義
父
か
ら
は
折
に
触

れ
、
母
で
あ
る
た
み
さ
ん
の
お
話
を
聞
き

ま
し
た
が
、
嫁
ぎ
先
で
あ
っ
た
浅
野
家
の

夫
（
智
門
。
文
京
区 

浩
妙
寺
住
職
）
を
献

身
的
に
支
え
た
立
派
な
女
性
で
あ
っ
た
と
の

暦線（A-002）
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こ
と
で
し
た
。
同
時
に
、
13
代
・
渋
川
た
み

さ
ん
は
渋
川
家
の
末
え
い
と
し
て
、
入
籍
は

せ
ず
最
後
の
渋
川
姓
を
名
乗
り
、
天
文
学
・

暦
学
の
発
展
に
関
わ
る
天
文
方
渋
川
家
の
資

料
を
、
祖
先
の
貴
重
な
遺
産
と
し
て
大
き
な

責
任
感
を
持
っ
て
守
り
続
け
て
い
ま
し
た
。

太
平
洋
戦
争
中
は
、
疎
開
時
や
空
襲
警
報
の

度
に
孫
で
あ
る
私
の
主
人
や
義
姉
、
義
弟
に

資
料
の
入
っ
た
鞄
を
背
負
わ
せ
て
避
難
し
て

い
た
そ
う
で
す
。
疎
開
先
に
向
か
う
道
中
、

上
野
駅
構
内
や
電
車
内
も
非
常
に
混
雑
し
て

お
り
、
資
料
を
持
ち
運
ぶ
の
は
と
て
も
大
変

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
防
空
壕
の
中
は

湿
気
が
高
か
っ
た
の
で
、
空
襲
が
終
わ
る
と

資
料
の
湿
気
を
取
る
た
め
に
鞄
か
ら
資
料
を

取
り
出
し
て
乾
か
す
な
ど
、
た
み
さ
ん
と
そ

の
孫
達
は
、
苦
心
を
重
ね
て
資
料
の
管
理
を

し
て
い
た
の
だ
そ
う
で
す
。
そ
の
情
熱
に
加

え
、
当
時
の
和
紙
の
品
質
が
良
か
っ
た
こ
と

も
幸
い
し
、
保
存
状
態
は
極
め
て
良
好
で
し

た
。
た
み
さ
ん
の
孫
達
は
当
時
ま
だ
小
学
生

で
あ
り
、
自
分
の
身
を
守
る

だ
け
で
も
精
一
杯
だ
っ
た
は

ず
で
、「
あ
の
重
さ
は
忘
れ

ら
れ
な
い
」
と
語
っ
て
い
た

義
姉
の
言
葉
が
今
、
改
め
て

心
を
よ
ぎ
り
ま
す
。

　

少
し
意
外
で
す
が
、
13

代
・
渋
川
た
み
さ
ん
は
息
子

さ
ん
や
お
孫
さ
ん
の
誰
一
人

に
も
学
者
に
な
る
こ
と
を
薦

め
ず
、
自
分
の
好
き
な
道
を

選
ぶ
よ
う
に
と
言
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
も

し
か
し
た
ら
様
々
な
出
来
事
の
中
で
、
母
と

し
て
、
祖
母
と
し
て
、
次
世
代
に
何
か
と
大

変
な
思
い
を
さ
せ
た
く
な
い
と
お
考
え
に

な
っ
た
の
か
も
と
、ふ
と
考
え
た
り
し
ま
す
。

一
方
、
た
み
さ
ん
の
子
孫
（
私
の
主
人 

佑
、

ひ
孫
で
あ
る
私
の
息
子 

潤
な
ど
）
の
仕
事

ぶ
り
を
見
て
い
る
と
、
一
つ
の
こ
と
を
熱
心

に
追
求
す
る
タ
イ
プ
ば
か
り
で
、
こ
ん
な
と

こ
ろ
に
も
ご
先
祖
様
で
あ
る
渋
川
春
海
さ
ん

の
学
者
的
血
筋
が
生
き
て
い
る
の
か
し
ら
と

考
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
我
が
家
に
今
も
脈
々
と
続
い
て
い

る
の
は
、た
み
さ
ん
の
考
え
た
お
雑
煮
で
す
。

お
澄
ま
し
の
中
に
茹
で
た
大
根
、
里
芋
、
小

松
菜
、
焼
い
た
お
餅
、
そ
し
て
薄
切
り
の
牛

肉
の
入
っ
た
、
と
て
も
美
味
し
い
お
雑
煮
で

渋川たみさんやその孫たちが資料を入れて守り続けた鞄（横幅 50cm 弱）。
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す
。
私
は
浅
野
の
義
母
に
こ
れ
を
教
わ
り
ま

し
た
が
、
大
晦
日
に
そ
の
具
材
が
漆
塗
の
箱

に
き
れ
い
に
並
ん
で
い
た
こ
と
を
今
で
も
思

い
出
し
ま
す
。
こ
れ
を
教
え
て
く
れ
た
義
母

も
昨
年
で
47
回
忌
を
迎
え
ま
し
た
。
私
は
ど

の
ご
先
祖
様
よ
り
長
生
き
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
変
化
の
著
し
い
現
代
社
会
を
た
み
さ
ん

が
ご
覧
に
な
っ
た
ら
ど
う
お
感
じ
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

思
い
も
よ
ら
ず
世
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
禍
と
な
り
、
何
か
と
不
自
由
な
事
も
増
え

ま
し
た
が
、恐
ら
く
最
善
の
対
処
で
あ
ろ
う
、

国
立
国
会
図
書
館
へ
の
資
料
移
転
が
コ
ロ
ナ

禍
以
前
に
完
了
で
き
た
こ
と
は
、
ご
先
祖
様

の
応
援
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
え
て
仕
方
あ
り

ま
せ
ん
。

　

渋
川
春
海
さ
ん
と
い
う
人
物
は
、
小
説
や

映
画
等
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
一
方
で
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
は
子
孫
は
い
な
い
と
の

記
述
も
あ
り
、
東
海
寺
の
お
墓
も
ひ
っ
そ
り

と
寂
し
げ
な
佇
ま
い
に
見
え
ま
し
た
。
そ
れ

が
こ
の
度
、
歴
史
上
の
貴
重
な
一
ペ
ー
ジ
と

し
て
渋
川
家
の
資
料
が
公
に
保
管
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、
大
切
な
資
料
を
受
け
継
ぎ
守
り

続
け
て
き
た
多
く
の
ご
先
祖
様
や
ご
親
族
の

労
に
よ
う
や
く
報
え
た
よ
う
に
思
う
と
と
も

に
、
た
み
さ
ん
の
子
孫
で
あ
る
息
子
夫
婦
や

孫
娘
に
も
そ
の
遺
産
を
橋
渡
し
で
き
た
よ
う

で
、
肩
の
荷
が
下
り
た
気
持
ち
で
す
。

　

最
後
に
、
天
文
方
渋
川
家
資
料
の
整
理
・

保
管
に
関
し
、
長
年
に
わ
た
り
様
々
な
局
面

で
常
に
真
摯
に
、
多
大
な
る
ご
支
援
を
い
た

だ
い
た
中
村
士
先
生
を
は
じ
め
、
国
立
天
文

台
、
国
立
国
会
図
書
館
の
関
係
者
の
皆
様
方

に
、
改
め
て
心
よ
り
の
御
礼
を
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
度
は
、
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。令

和
３
年 

春　
　

浅
野 

珠
枝
（
85
歳
）

※ 17 ページ冒頭の図は渋川春海著「天文分野之
圖」延寶 5（1677）跋 < 請求記号 へ二 -80>（今
回のご寄贈以前から当館で所蔵しているもの）
を加工したものです。
※図版の A-002、E-010 は「天文方渋川家関係資料」
< 請求記号 WB32-4> の資料番号。
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焼
か
れ
た
公
文
書

昭
和
20
（
１
９
４
５
）
年
８
月
、
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
の
受
諾
が
決
定
さ
れ
る
と
、
敗

戦
処
理
と
し
て
直
ち
に
着
手
さ
れ
た
の

が
、
戦
争
遂
行
に
関
連
し
た
文
書
の
焼
却

だ
っ
た
。
陸
海
軍
関
係
の
施
設
の
み
な
ら

ず
、
都
内
の
官
公
庁
や
地
方
の
役
場
で
大

量
の
文
書
が
焼
か
れ
た
。
当
時
の
街
の
様

子
は
、
自
ら
の
見
聞
を
記
録
し
た
作
家
の

日
記
作
品
に
よ
っ
て
も
今
に
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

８
月
14
日
午
後
８
時
過
ぎ
、
５
月
の

空
襲
で
焼
け
出
さ
れ
近
所
の
松
木
男
爵

邸
（
麹
町
区
土
手
三
番
町
）
内
の
小
屋
に

仮
住
ま
い
し
て
い
た
内
田
百
閒
は
、
市
谷

本
村
町
の
大
本
営
が
あ
る
辺
り
に
「
大
分

大
き
な
火
の
手
」
を
目
撃
、
さ
ら
に
大
本

営
の
屏
の
ま
わ
り
を
廻
っ
て
来
た
近
所
の

人
の
目
撃
情
報
を
聞
い
て
、「
何
か
焼
き

捨
て
て
ゐ
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
は
れ

た（
１
）」。８

月
16
日
、鎌
倉
に
居
た
高
見
順
は「
黒

い
灰
が
空
に
舞
つ
て
い
る
。
紙
を
焼
い
て

い
る
に
ち
が
い
な
い
。
―
―
東
京
か
ら
帰

つ
て
来
た
永
井
君
（
註
＝
永
井
龍
男
）
の

話
で
は
、
東
京
で
も
各
所
で
盛
ん
に
紙
を

焼
い
て
い
て
、
空
が
黒
い
灰
だ
ら
け
だ
と

い
う（

２
）」
と
記
し
た
。

た
だ
、
敗
戦
直
後
の
空
に
ふ
わ
ふ
わ
と

舞
っ
て
い
る
灰
を
目
に
し
て
も
、
そ
れ
を

気
に
留
め
る
余
裕
が
あ
っ
た
人
が
果
た
し

て
ど
れ
ほ
ど
い
た
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
こ

の
史
実
に
対
す
る
関
心
は
現
代
の
私
た
ち

の
ほ
う
が
高
そ
う
だ
。

近
年
、
公
文
書
管
理
法
（「
公
文
書
等

の
管
理
に
関
す
る
法
律
」
平
成
21
年
法
律

第
66
号
）
が
制
定
さ
れ
、
新
た
な
国
立
公

文
書
館
の
建
設
が
計
画
さ
れ
る
な
ど
、
我

が
国
の
公
文
書
管
理
制
度
は
新
時
代
を
迎

え
て
い
る
。
そ
れ
は
制
度
の
改
革
に
留
ま

ら
な
い
。
公
文
書
は
国
民
共
有
の
知
的
資

源
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
、
徐
々
に
し
か

し
確
実
に
社
会
に
浸
透
し
つ
つ
あ
る
。

そ
こ
に
、
公
文
書
の
隠
蔽
さ
ら
に
は
破

棄
と
い
う
不
祥
事
が
相
次
い
だ
。
こ
れ
に

驚
愕
し
た
人
び
と
が
我
が
国
の
公
文
書
管

理
制
度
や
行
政
情
報
公
開
の
歴
史
を
あ
ら

た
め
て
振
り
返
っ
た
と
き
、
敗
戦
時
の
文

書
焼
却
が
そ
の
象
徴
的
な
出
来
事
と
し
て

認
知
さ
れ
た
面
は
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て

そ
の
印
象
が
強
烈
な
せ
い
か
、
戦
前
期
の

公
文
書
が
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な
い
原
因

を
こ
の
史
実
ひ
と
つ
に
単
純
化
す
る
傾
向

が
見
ら
れ
る
と
い
う
指
摘
も
あ
る（

３
）。

確
か
に
実
際
に
は
、
そ
の
直
前
の
空
襲

喪
わ
れ
た
公
文
書
、
残
さ
れ
た
記
録

烏
有
に
帰
す

眞
子 

ゆ
か
り

※引用は旧字を新字に、カタカナをひらがなに置き換えた。
※「烏有（うゆう）に帰す」とは、何もなくなってしまうこと。
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は
も
と
よ
り
、
明
治
時
代
以
降
、
不
慮
の

火
災
に
よ
っ
て
多
く
の
文
書
資
料
が
灰
と

な
っ
て
い
た
。
ま
ず
そ
の
事
実
を
確
認
し

て
み
よ
う
。

火
災
、
火
災
、
ま
た
火
災

つ
い
最
近
ま
で
、
公
的
な
記
録
は
専
ら

紙
に
残
さ
れ
た
。
そ
れ
は
即
ち
、
公
文
書

は
常
に
焼
失
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
き
た

と
い
う
こ
と
だ
。
別
表「
中
央
行
政
省
庁
・

官
衙
が
保
管
・
保
存
す
る
明
治
以
降
の
公

文
書
の
火
災
に
よ
る
焼
失
事
例
」（
24
頁
）

を
見
る
と
、
明
治
・
大
正
・
昭
和
に
渡
っ

て
、
幾
度
も
焼
失
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か

る
。
木
造
建
築
物
が
多
か
っ
た
時
代
、
一

旦
火
事
に
な
る
と
、
建
物
全
焼
に
よ
る
文

書
全
体
の
焼
失
も
珍
し
く
な
か
っ
た
。

明
治
の
皇
居
炎
上

明
治
６
（
１
８
７
３
）
年
５
月
５
日

「
午
前
一
時
二
十
分
紅
葉
山
女
官
房
室

火
あ
り
、（
中
略
）
已
に
し
て
火
勢
皇
居

一
円
を
灰
燼
と
為
し
、
延
い
て
太
政
官
・

宮
内
省
庁
舎
を
焼
き
、
四
時
三
十
分
漸
く

鎮
火
す
（
中
略
）
太
政
官
・
宮
内
省
の
公

文
書
類
に
至
り
て
は
烏
有
に
帰
せ
る
も
の

過
半
」（
宮
内
庁
編
『
明
治
天
皇
紀
』
第
３
）

当
時
の
統
治
体
制
は
内
閣
制
度
よ
り
前

の
太
政
官
制
で
、
最
高
行
政
機
関
で
あ
る

太
政
官
と
各
省
に
公
文
書
を
管
理
す
る
部

署
が
置
か
れ
、
公
文
書
の
編
纂
事
業
も
始

ま
っ
て
い
た
。
そ
ん
な
矢
先
、
皇
居
を
全

焼
し
た
火
災
の
延
焼
で
太
政
官
の
庁
舎
が

焼
け
て
し
ま
う
。
当
直
の
職
員
等
に
よ
っ

て
辛
う
じ
て
搬
出
さ
れ
た
も
の
も
あ
っ
た

よ
う
だ
が
、
太
政
官
で
保
管
さ
れ
て
い
た

多
く
の
文
書
が
被
災
し
た（

４
）。

こ
の
近
代
行
政
の
基
本
で
あ
る
文
書
に

よ
る
行
政
の
一
大
危
機
に
、
政
府
は
間
髪

を
入
れ
ず
各
省
府
県
等
に
対
し
焼
失
し
た

文
書
を
復
元
す
る
た
め
謄
写
物
の
提
出
を

指
示
、
火
災
当
日
５
日
付
で
、
そ
の
時
点

で
太
政
官
に
上
申
さ
れ
て
い
て
決
裁
途
中

で
罹
災
し
た
案
件
に
関
す
る
書
類
の
再
提

出
を
求
め
、
さ
ら
に
８
日
付
で
、
建
省
以

来
の
文
書
を
謄
写
し
て
提
出
す
る
こ
と
を

各
省
へ
命
じ
、
ま
た
奏
任
官
以
上
（
い
わ

ゆ
る
高
等
官
）
の
履
歴
書
の
提
出
を
求
め

る
な
ど
し
た（

５
）。

そ
し
て
こ
の
火
災
の
経
験
は
、
公
的
記

録
の
保
全
の
重
要
性
を
再
認
識
さ
せ
、「
太

政
類
典
」「
公
文
録
」
の
編
纂
作
業
が
本

格
的
に
進
め
ら
れ
て
い
く
要
因
の
ひ
と
つ

に
も
な
っ
た（

６
）。

と
は
言
え
、
公
文
書
を
原
則
永
久
保
存

と
し
、
記
録
物
の
編
纂
を
重
視
し
た
時
代

は
長
く
は
続
か
な
か
っ
た
。
年
々
国
家
の

諸
制
度
が
調
い
、
法
典
が
整
備
さ
れ
、
行

政
が
拡
大
し
て
文
書
の
保
存
量
が
増
大
し

て
く
る
と
、
保
存
期
間
を
過
ぎ
て
不
要
と

判
断
さ
れ
た
文
書
は
廃
棄
処
分
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

大
正
の
大
震
災

大
正
十
二
年
九
月
一
日
東
京
地
方
ニ
稀

有
ノ
大
地
震
ア
リ
市
内
各
所
火
災
ヲ
起
シ

本
省
亦
類
焼
ノ
厄
ニ
遭
ヒ
書
類
及
什
器
概

ネ
烏
有
ニ
帰
シ
タ
リ
（
文
部
省
編
『
日
本

帝
国
文
部
省
年
報　

第
51
年
報 

自
大
正

12
年
4
月
至
大
正
13
年
3
月 

上
巻
』）

関
東
大
震
災
で
は
、
地
震
に
伴
う
火
災

に
よ
っ
て
庁
舎
が
全
焼
し
た
省
も
少
な
く

な
か
っ
た
。
突
然
の
大
地
震
で
混
乱
の
さ

な
か
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
火
の

手
が
迫
る
。
そ
ん
な
未
曽
有
の
状
況
下
に

あ
っ
て
、
文
書
の
運
び
出
し
を
敢
行
し
た

「皇城炎上記録焼失ニ付御達願伺書謄写可差出旨省府県ヘノ
達」明治６年５月８日　国立公文書館デジタルアーカイブ
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山田敏之「国の機関における公文書の保存について」表３ 中央行政省庁・官衙が保管・保存する明治以降の公文書の火災による焼失事例　

（『レファレンス』836号2020.9 pp.18-19）を、典拠の（注）を省略して掲載。

省庁等の名称 公文書焼失の状況

太政官・内閣・
総理庁

明治 6 年 5 月 5 日の皇城の火災で太政官庁舎が類焼し、文書の大半が焼失した。昭和 15 年 6 月 20 日の落雷による火
災で対満事務局と企画院の庁舎が焼失し、対満事務局の文書が焼失し、企画院では物資動員関係書類は搬出されたが、
その他の文書が焼失した。昭和 20 年 5 月 25 日の空襲により内閣庁舎が全焼し、法制局で保管していた高等試験の
受験者の成績を記録した文書等を含む文書全て、内閣官房会計課の例規（明治 23 ～昭和 20 年度）及び昭和 16 年度
以降の文書、その他の内閣の文書が焼失した。昭和 23 年 2 月 26 日の総理庁庁舎の火災で中央公職適否審査委員会・
公職資格訴願審査委員会の追放関係文書、行政調査部の統計文書等が焼失した。

宮内省 明治 6 年 5 月 5 日の皇城の火災で宮内省庁舎が焼け、文書の過半が焼失した。関東大震災では、和田倉門内の諸陵寮
で御陵関係の記録等公文書 165 冊が焼失したが、虎ノ門にあった図書寮の文庫で保管していた明治 6 年以降の文書は、
職員 9 名の必死の防火活動により被災を免れた。

外務省 外務省が明治初期に編さんした幕末外交史料集『続通信全覧』の一部の簿冊及びその他の編さん物が文部省維新史科
編纂事務局に貸出中に同事務局が関東大震災で被災し焼失した。昭和 17 年 1 月の庁舎火災で条約改正関係の文書（分
類の 2 門）が焼失した（655 冊）。昭和 20 年 5 月 25 日の空襲で「耐爆ビル」と記録書庫を残して庁舎が焼失し、通
商局など各主管局課で保管中の文書が焼失した。

内務省 明治 8 年 7 月 3 日の本省庁舎の火災で、明治 6 年 11 月の内務省設置以来の文書と設置時に大蔵省から引き継いだ文
書の大半が焼失した。関東大震災で本省庁舎が焼け、一部重要文書は搬出されたが、文書のほとんどが焼失した。

大蔵省 関東大震災により本省庁舎が全焼し、文書のほとんどが焼失して、157 冊のみ残存した（焼残文書）。昭和 15 年 6 月
20 日の落雷による火災で本省庁舎が全焼した。コンクリート造の書庫内の「昭和財政史資料」等の文書は焼失を免れ、
また、一部重要文書は搬出されたが、本庁舎で利用中・保管中の文書が焼失した。

海軍 昭和 20 年 5 月 25 日の空襲により霞が関にあった海軍省・軍令部庁舎、永田町にあった海軍施設本部の木造庁舎が全
焼し、海軍省、軍令部、海軍施設本部の文書が焼失した。

司法省 昭和 20 年 3 月 10 日の空襲で本省庁舎は司法研究室（図書館）の建物以外は全焼し、司法研究室に移管されていた文
書を除き明治以降の文書が全部焼失した。ただし、大審院判決原本は戦時中に長野地方裁判所に疎開させていたため
焼失を免れた。また、司法研究室の文書のうち法典編さん資料、刑法官・刑部省・弾正台文書のほとんど全部と各種
国事犯裁判関係一件書類、治外法権撤廃前の外国人犯罪の長崎駐在外国領事への引継文書等の重要資料 1,634 冊と刑
事局の「参考資料」（内容は不明）は、甲府刑務所に疎開させていたが、同年 7 月 7 日の空襲で同刑務所が被災し焼
失した。

文部省 関東大震災で本省庁が全焼した。「罹災ノ当夜重要書類ヲ文部大臣官邸ニ移シ」、森有礼「自警」や「普通教育ニ関ス
ル御沙汰書」等の御沙汰書は焼失を免れた。教育勅語原本は、これらの重要書類とは別に庁舎内の金庫で保管され、
蒸し焼きになり、損傷を受けた。

農商務省 関東大震災で木挽町庁舎が焼失し、諸種の原簿・調査資料が焼失した。
軍需省 昭和 20 年 5 月 25 日の空襲により、本省書庫狭あいのため木挽町旧商工省庁舎で保存していた文書課保存に係る昭和

17 年以前の例規を除く省受文書全部が焼失した。
逓信省 明治 40 年 1 月 22 日の木挽町本省庁舎の火災で一部の部局の文書が焼失した。関東大震災により木挽町本省庁舎が焼

失し、駅逓局時代以来の旧記録 3 万冊が焼失した。昭和 15 年 6 月 20 日に大手町にあった外局の航空局庁舎への落雷
で同庁舎が全焼したが、重要文書は搬出され、金庫中の文書は焼け残った。

鉄道省 関東大震災の際には官房文書課等の重要書類大半と文書課書類編纂掛の保管書類倉庫 2 棟分のほとんどを東京駅降車
口に搬出し焼失を免れた。

厚生省 昭和 15 年 6 月 20 日の落雷による火災で大手町庁舎の大半が焼失し、文書庫も焼失し、焼失を免れた半焼の事務室も
消火の際に水浸しとなり、文書の被害は甚大であった。昭和 20 年 2 月 25 日の空襲で軍事保護院の文書のほとんどが
焼失した。

大東亜省 昭和 20 年 5 月 25 日の空襲により庁舎（赤坂区葵町の満鉄ビル）が火災を起こし、文書が焼失した。
会計検査院 関東大震災で庁舎が全焼し、人事関係書類、総会議決議録などが持ち出されただけで、その他の書類が全部焼失した。

昭和 20 年 5 月 25 日の空襲で院内の倉庫 1 棟が焼失し、決算確定済みの念のために保存されていた昭和 14 ～ 18 年度
の各省の計算書が焼失した。

中央行政省庁・官衙が保管・保存する明治以降の公文書の火災による焼失事例　
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省
も
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
の
ひ
と
つ
、
文

部
省
で
は
、
今
で
も
職
員
の
心
得
と
し
て

引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
、
初

代
文
部
大
臣
森
有
礼
自
筆
の
「
自
警
」
を

含
む
重
要
書
類
が
救
出
さ
れ
た
。

昭
和
、
戦
時
下
の
公
文
書
消
失

ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
終
盤
に
な
る
と
、

米
軍
に
よ
る
空
襲
が
各
地
に
甚
大
な
被
害

を
も
た
ら
し
た
。
東
京
の
官
庁
街
も
例
外

で
は
な
く
、
特
に
昭
和
20
（
１
９
４
５
）

年
５
月
25
日
の
空
襲
に
よ
る
被
害
が
大
き

い
。
戦
災
で
多
く
の
文
書
が
喪
わ
れ
た
一

方
、
事
前
に
東
京
近
郊
や
地
方
に
疎
開
さ

せ
て
無
事
だ
っ
た
文
書
も
あ
っ
た
こ
と
に

い
く
ら
か
救
わ
れ
る
思
い
が
す
る（

７
）。
た
だ

無
情
に
も
、
司
法
省
の
よ
う
に
、
疎
開
保

管
先
に
し
た
甲
府
刑
務
所
が
７
月
７
日
の

甲
府
空
襲
で
被
災
し
、
結
局
文
書
が
焼
失

し
た
例
も
あ
っ
た（

８
）。

た
だ
、
戦
時
中
に
公
文
書
が
喪
わ
れ
た

原
因
は
、
空
襲
に
よ
る
火
災
だ
け
で
は
な

か
っ
た
。
深
刻
な
物
資
不
足
も
そ
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
銅
像
や
釣
鐘
か
ら
一
般
家
庭

の
鍋
釜
ま
で
対
象
に
し
た
金
属
回
収
が
行

わ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
と
同
様
に
紙
不
足
対
策
と
し
て
、
公
文

書
を
、そ
の
保
存
期
間
を
短
縮
し
て
ま
で
、

再
生
紙
の
原
料
に
回
す
と
い
う
政
府
方
針

が
示
さ
れ
た
の
で
あ
る（

９
）。
さ
ら
に
は
、
鉄

製
書
架
を
金
属
回
収
に
供
出
し
た
た
め
代

替
品
の
木
製
書
架
で
は
保
管
量
が
減
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
分
の
公
文
書
を
廃
棄
し
た

地
方
官
庁
の
例
さ
え
あ
っ
た
と
い
う
。

こ
う
し
た
行
政
の
対
応
を
戦
時
下
の
特

殊
事
例
と
は
見
ず
、「
歴
史
感
覚
に
裏
付

け
ら
れ
た
長
期
的
か
つ
広
い
視
点
か
ら
組

織
の
業
務
を
検
証
す
る
、
ま
た
は
今
後
の

行
政
に
生
か
す
と
い
っ
た
感
覚
が
本
質
的

に
欠
如
し
、
眼
前
に
あ
る
日
々
の
業
務
の

み
に
関
心
を
集
中
さ
せ
が
ち
で
あ
る
行
政

組
織
が
、
戦
争
と
い
う
異
常
事
態
に
置
か

れ
た
時
に
あ
ら
わ
れ
る
必
然
的
結
果
と
も

い
え
た

（
１
０
）」
と
い
う
指
摘
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
敗
戦
時
の
公
文
書
大
量

焼
却
に
到
る
ま
で
に
、
戦
災
に
よ
り
夥
し

い
数
の
公
文
書
が
焼
失
し
、
さ
ら
に
戦
争

遂
行
の
た
め
の
積
極
的
廃
棄
さ
え
行
な
っ

て
い
た
の
が
、
戦
時
下
の
官
庁
の
日
常

だ
っ
た
の
で
あ
る
。

敗
戦
と
文
書
焼
却　

当
事
者
の

回
想
か
ら

敗
戦
時
の
文
書
の
焼
却
命
令
に
対
し

て
、
当
事
者
は
個
人
と
し
て
ど
の
よ
う
な

思
い
を
抱
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

海
軍
士
官 

阪
谷
芳
直
の
場
合

阪
谷
芳
直
（
大
蔵
省
入
省
後
す
ぐ
に
海

軍
短
期
現
役
主
計
科
士
官
に
任
官
）
は
、

帝
大
生
の
頃
に
母
方
の
曾
祖
父 

三
島
通

庸
に
つ
い
て
の
論
文
執
筆
の
た
め
に
行

な
っ
た
大
叔
父 

牧
野
伸
顕
（
三
島
の
女

婿
）
か
ら
の
聞
き
取
り
を
記
し
た
ノ
ー
ト

を
、
大
事
を
取
っ
て
自
宅
か
ら
海
軍
省
運

輸
本
部
の
自
分
の
事
務
机
の
引
出
し
に
移

し
て
保
管
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
れ
が

却
っ
て
仇
と
な
り
、
５
月
25
日
の
空
襲
で

海
軍
省
庁
舎
は
全
焼
、
ノ
ー
ト
も
焼
失
し

て
し
ま
っ
た
。

…
牧
野
伯
は
そ
う
い
う
話
に
な
る
と
、

活
気
づ
き
、
満
顔
に
笑
み
を
湛
え
て
次
か

ら
次
へ
と
回
顧
談
を
さ
れ
、
私
の
質
問
に

対
し
て
綿
密
な
説
明
を
与
え
ら
れ
た
。（
中

略
）
…
自
分
の
父
の
こ
と
だ
け
に
大
叔
母

も
張
り
切
っ
て
牧
野
伯
の
話
の
合
間
に
い

ろ
い
ろ
と
思
い
出
話
を
す
る
の
で
、
私
も

ノ
ー
ト
を
と
る
の
に
大
童
で
あ
っ
た
。
だ

か
ら
、
こ
の
聞
き
書
ノ
ー
ト
を
海
軍
省
で

焼
い
て
了
っ
た
の
は
口
惜
し
く
て
な
ら
な

い
…
（
阪
谷
芳
直
『
三
代
の
系
譜
』）

そ
ん
な
阪
谷
も
、
敗
戦
時
の
文
書
の
焼

却
命
令
に
は
即
座
に
従
っ
た
。
軍
隊
に
於

い
て
命
令
は
絶
対
で
あ
る
。

し
か
し
―
―
。

…
海
軍
省
内
の
運
輸
本
部
で
敗
戦
を
迎

え
た
私
は
、
上
層
部
か
ら
の
命
令
を
受
け

る
と
、
バ
カ
正
直
に
も
た
だ
ち
に
身
辺
の

文
書
類
を
こ
と
ご
と
く
焼
き
す
て
た
。（
中

略
）
焼
却
直
後
に
、
戦
い
敗
れ
た
と
は
い

え
、
自
分
が
若
い
生
命
を
せ
い
一
ぱ
い
燃

焼
さ
せ
た
海
軍
士
官
時
代
を
偲
ぶ
よ
す
が

と
な
る
べ
き
も
の
の
一
切
を
自
ら
葬
り
去

る
愚
行
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
、
私

は
心
か
ら
悔
ん
だ
が
、
す
べ
て
は
後
の
ま

つ
り
で
あ
っ
た
。（
阪
谷
芳
直
『
あ
る
戦

中
派
「
市
民
」
の
戦
後
』）

お
そ
ら
く
、士
官
と
は
い
え
阪
谷
の「
身

辺
の
文
書
類
」
は
軍
機
密
に
該
当
す
る
公
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文
書
ば
か
り
で
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。
業

務
の
た
め
に
付
け
て
い
た
個
人
的
な
備
忘

録
の
よ
う
な
も
の
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な

い
。
命
令
の
ま
ま
に
一
切
合
財
を
焼
い
た

途
端
、
そ
の
か
け
が
え
の
な
さ
に
気
づ
く

皮
肉
。
青
春
の
航
跡
を
辿
れ
た
に
ち
が
い

な
い
記
録
は
、
牧
野
か
ら
の
聞
書
き
を
記

し
た
ノ
ー
ト
同
様
、
戦
争
が
も
た
ら
す
無

差
別
な
破
壊
性
に
よ
っ
て
喪
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
―
―
。

と
こ
ろ
が
、
戦
後
ず
い
分
月
日
が
経
っ

て
か
ら
、
敗
戦
直
前
に
私
が
提
出
し
た
九

州
出
張
報
告
書
が
ヒ
ョ
ッ
コ
リ
出
て
き
た

の
で
あ
る
。（
中
略
）
私
は
、
す
で
に
と

こ
ろ
ど
こ
ろ
茶
色
に
変
色
し
て
い
る
古
め

か
し
い
形
の
こ
の
報
告
書
を
撫
で
さ
す
っ

て
「
再
会
」
を
喜
ん
だ
。（
同
前
）

こ
の
出
張
報
告
書
は
後
年
当
館
に
寄
贈

さ
れ
、「
海
軍
省
臨
時
船
舶
徴
用
隊
九
州

方
面
出
張
報
告　

昭
和
20
年
7
月　

阪

谷
主
計
大
尉
」（
阪
谷
希
一
関
係
文
書

４
１
１
︲
2
）
と
し
て
憲
政
資
料
室
で
保

管
公
開
さ
れ
て
い
る
。

衆
議
院
書
記
官
長 

大
木
操
の
場
合

戦
時
中
の
帝
国
議
会
で
は
、
政
府
や
軍

当
局
か
ら
戦
争
の
実
情
や
見
通
し
の
報
告

を
聞
く
際
に
、
政
府
や
軍
部
の
要
求
に
応

じ
て
貴
衆
両
院
の
本
会
議
や
委
員
会
を
秘

密
会
に
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
問

題
と
な
っ
た
の
が
速
記
だ
。
機
密
情
報
が

記
録
に
残
る
こ
と
に
強
い
拒
否
反
応
を
示

す
軍
部
に
対
し
て
、
衆
議
院
で
は
当
時
の

大
木
操
書
記
官
長
（
現
在
の
事
務
総
長
に

相
当
）
が
説
得
に
あ
た
っ
た
。
大
木
は
、

衆
議
院
先
例
の
遵
守
の
重
要
性
、
さ
ら

に
、
速
記
を
付
け
な
か
っ
た
場
合
「
戦
時

議
会
の
貴
重
な
記
録
が
将
来
永
久
に
空
白

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
、
わ
が
国

歴
史
の
一
部
欠
落
を
招
来
し
国
家
の
た
め

甚
だ
遺
憾
な
結
果
と
な
る

（
１
１
）」
と
強
く
訴
え

た
。
さ
ら
に
議
長
や
予
算
委
員
長
か
ら
の

働
き
か
け
も
あ
っ
て
、
よ
う
や
く
軍
部
は

速
記
を
付
け
る
こ
と
に
同
意
し
た
。

昭
和
20
年
8
月
17
日
朝　

衆
議
院

私
が
登
院
し
て
間
も
な
く
茨
木
速
記
課

長
が
来
室
し
慌
て
て
報
告
し
た
内
容
は
、

た
だ
今
陸
軍
省
軍
務
局
か
ら
、
戦
時
中
の

本
会
議
と
委
員
会
の
秘
密
会
速
記
録
を
全

「海軍省臨時船舶徴用隊九州方面出張報告　昭和20
年7月　阪谷主計大尉」<阪谷希一関係文書411-2>

阪谷芳直（1920-2001）
戦後は日本銀行、日本輸出入銀行、ア
ジア開発銀行に勤務した。編著に『中
江丑吉の人間像』他。祖父は明治期に
大蔵大臣、大正初めに東京市長を務め
た阪谷芳郎、祖母琴子は渋沢栄一の次
女。
肖像：阪谷家所蔵
なお、三島通庸は県令や内務省土木局
長、警視総監を務めた。牧野伸顕は大
久保利通次男で外務大臣、内大臣を歴
任した。
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部
焼
却
す
る
よ
う
に
と
の
達
し
を
受
け
た

が
、
ど
の
よ
う
に
処
置
し
た
ら
よ
い
か
至

急
指
示
を
願
い
た
い
と
い
う
申
し
出
で

あ
っ
た
。
と
っ
さ
の
こ
と
で
は
あ
る
が
答

え
は
極
め
て
簡
単
だ
。
焼
却
と
は
も
っ
て

の
ほ
か
、
私
は
即
座
に
断
乎
不
同
意
の
旨

を
返
事
さ
せ
た
。

こ
ち
ら
は
衆
議
院
で
あ
る
。
軍
部
の
指

図
な
ど
受
け
る
筋
合
は
な
く
独
自
の
判
断
で

進
む
べ
き
だ
。
議
長
を
始
め
事
を
諮
る
機
関

は
あ
る
が
、
急
を
要
す
る
上
に
諮
る
ま
で
も

な
い
ほ
ど
結
論
は
明
瞭
な
の
で
、
私
は
私
自

身
の
責
任
に
お
い
て
即
刻
決
断
し
た
。
そ
し

て
そ
の
反
応
を
待
っ
た
が
、
軍
部
か
ら
は
二

度
と
繰
り
返
し
て
焼
却
の
要
求
は
来
な
か
っ

た
。(

大
木
操
『
激
動
の
衆
議
院
秘
話 

舞
台

裏
の
生
き
証
人
は
語
る
』 )

二
・
二
六
事
件
で
は
建
設
中
の
現
在
の

議
事
堂
が
叛
乱
部
隊
に
よ
っ
て
占
拠
さ

れ
、
や
が
て
戦
時
下
の
議
会
は
軍
部
の
圧

力
に
さ
ら
さ
れ
続
け
た
。
回
想
記
に
は
、

大
木
が
衆
議
院
の
運
営
の
責
任
者
と
し

て
、
次
第
に
無
力
化
さ
れ
て
い
く
議
会
を

必
死
に
支
え
続
け
た
心
情
が
克
明
に
綴
ら

れ
て
い
る
。
そ
し
て
敗
戦
を
迎
え
、
陸
軍

当
局
が
ま
た
指
図
が
ま
し
く
焼
却
命
令
を

寄
越
し
た
と
耳
に
し
た
瞬
間
、
そ
れ
ま
で

抑
え
て
き
た
軍
部
に
対
す
る
強
い
怒
り
と

議
会
人
と
し
て
の
矜
持
が
ほ
と
ん
ど
反
射

的
に
断
固
拒
否
の
姿
勢
と
な
っ
て
噴
出
し

た
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、「
痛
快
適
切
な

処
置
だ
っ
た
と
胸
透
く
思
い
で
あ
る

（
１
２
）」
と

結
ば
れ
る
。
こ
う
し
て
大
木
は
、
秘
密
会

速
記
録
の
作
成
と
保
存
と
い
う
二
重
の
意

味
で
、
我
が
国
の
議
会
史
を
後
世
に
伝
え

る
い
わ
ば
〝
密
書
〟
を
守
り
抜
い
た
。

戦
時
議
会
の
秘
密
会
速
記
録
は
、
貴
族

院
で
も
同
様
、
烏
有
に
帰
す
こ
と
な
く
、

そ
の
後
も
非
公
開
の
状
態
で
保
存
さ
れ
て

い
た
が
、
平
成
に
入
っ
て
衆
参
両
院
は

相
次
い
で
こ
れ
を
公
開
し
た

（
１
３
）。〝
密
書
〟に

は
、
い
っ
た
い
何
が
記
録
さ
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
？

解
か
れ
た
封
印

昭
和
20
年
に
入
る
と
、
衆
議
院
に
お
け

る
秘
密
会
で
は
空
襲
被
害
の
報
告
が
頻
繁

に
行
わ
れ
、
７
回
の
記
録
が
残
さ
れ
て
い

る
。
３
月
10
日
の
東
京
大
空
襲
の
被
害
状

『激動の衆議院秘話　舞台裏の生き証人は語る』の草稿のうち「秘密会速記録焼却命
令を拒否」の部分<大木操関係文書 213-89>

大木操（1891-1981）
戦 後 は 貴 族 院 議 員（1945.10～
1947.5）、続いて東京都副知事を務
め た（1947.6～1950.2）。 電 子 展
示会「国立国会図書館憲政資料室 日
記の世界」で大木の日記が紹介され
ている。
肖像の出典：『貴族院要覽　昭和21年
12月増訂 丙』貴族院事務局　1947　
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/
pid/1682480/104
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況
に
つ
い
て
の
報
告
部
分
を
見
て
み
る
こ

と
に
し
よ
う
。

３
月
11
日
、
本
会
議
の
秘
密
会
、
大
達

茂
雄
内
務
大
臣
が
登
壇
。
今
朝
５
時
時
点

で
判
明
し
て
い
る
状
況
と
断
っ
た
う
え

で
「
死
者
約
二
万
一
千
五
百
名
、
其
の
外

に
行
方
不
明
が
相
当
あ
る
や
う
で
あ
り
ま

す
（「
相
当
と
は
幾
ら
だ
」
と
呼
ぶ
者
あ

り
）
行
方
不
明
で
す
か
ら
分
ら
な
い
の
で

す
が
、
多
数
あ
る
見
込
で
あ
り
ま
す

（
１
４
）」。

３
月
18
日
、
本
会
議
の
秘
密
会
、
再
び

大
達
が
登
壇
。
大
阪
と
神
戸
の
空
襲
被
害

を
報
告
す
る
と
述
べ
る
と
（「
名
古
屋
、

東
京
も
や
れ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
」）、
大
達

が
も
し
ご
希
望
が
あ
れ
ば
と
応
ず
る
と
、

す
か
さ
ず
（「
希
望
ぢ
ゃ
な
い
、
政
府
の

義
務
だ
」
と
呼
ぶ
者
あ
り
）。
そ
れ
に
対

し
て
大
達
は
、「
そ
れ
か
ら
東
京
の
其
の

後
判
明
し
ま
し
た
被
害
状
況
の
訂
正
で
あ

り
ま
す
、（
中
略
）
罹
災
者
数
は

百
十
五
万
八
千
百
八
十
四
名
、
次
に
死
者

で
あ
り
ま
す
が
、
是
が
此
の
前
に
御
報
告

致
し
ま
し
た
当
時
と
比
べ
ま
す
と
、
非
常

に
増
し
て
居
り
ま
す
、
判
明
致
し
ま
し
た

者
が
七
万
三
千
で
あ
り
ま
す
、
之
に
は
行

方
不
明
を
含
め
て
計
算
し
て
あ
り
ま
す
」

と
報
告
し
た

（
１
５
）。

過
去
に
あ
っ
た
未
来

頁
を
逆
に
繰
っ
て
い
く
と
、
東
京
大
空

襲
の
２
年
前
、
昭
和
18
年
２
月
５
日
の
東

京
都
制
案
委
員
会
の
秘
密
会
で
は
、
遂
に

現
実
の
問
題
と
な
っ
て
き
た
本
土
爆
撃
に

対
す
る
防
備
に
つ
い
て
討
議
さ
れ
て
い

た
。
上
田
誠
一
内
務
省
防
空
局
長
は
、
こ

こ
で
空
襲
火
災
の
延
焼
を
防
ぐ
都
市
改
造

を
し
て
お
か
な
い
と
「
大
都
市
が
一
挙
に

灰
燼
に
帰
す
る
と
云
ふ
惨
状
を
、
実
は
私

共
は
戦
慄
を
以
て
予
想
を
し
て
居
る
の
で

あ
り
ま
す
」
と
深
刻
な
見
通
し
を
述
べ

た（
１
６
）。
ま
た
、
上
田
局
長
は
同
月
12
日
の
予

算
委
員
第
二
分
科
会
の
秘
密
会
で
は
、
防

空
に
関
す
る
思
想
を
「
一
般
の
人
々
に
徹

底
を
せ
し
む
る
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
事

柄
で
あ
り
ま
し
て
、
随
ひ
ま
し
て
も
う
繰

返
し
繰
返
し
何
度
も
〳
〵
、
同
じ
や
う
な

こ
と
で
普
及
啓
蒙
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事

情
に
あ
り
ま
す
、（
中
略
）
戦
局
の
情
勢

に
依
り
ま
し
て
一
張
一
弛
が
あ
り
ま
す
、

非
常
に
緊
迫
せ
る
時
に
は
非
常
に
防
空
思

想
の
普
及
は
容
易
で
あ
り
ま
す
が
、
情
勢

の
緊
迫
が
稍
〃
弛
み
ま
し
た
時
に
は
、
実

に
困
難
な
る
事
業
で
あ
る
の
で
あ
り
ま

す
」
と
説
明
し
て
い
た

（
１
７
）。

『帝国議会衆議院秘密会議事速記録集』衆議
院事務局 1996<請求記号 BZ-6-11>

帝国議会衆議院本会議議事速記録　昭和
20年3月11日　議事速記録では秘密会議
についてはこのように省略されている
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1 内田百閒 著『東京焼尽』大日本雄弁会講談社　1955　p.247<
請求記号 915.6-U811t>
2 高見順 著『敗戦日記』文芸春秋新社　1959　p.285<請求記号 
915.6-Ta341h>
3 加藤聖文「喪われた記録 戦時下の公文書廃棄」『国文学研究資
料館紀要　アーカイブズ研究篇』1　2005.3　人間文化研究機構
国文学研究資料館　pp.1-2<請求記号 Z71-N555>
4 中野目徹「近代太政官文書の形成過程　明治六年皇城炎上と「公
文録」の編纂」明治維新史学会 編『明治維新と史料学』吉川弘文
館　2010　pp.118-119<請求記号 GB421-J72>
5 正院回達番外「皇城炎上ニ付上申書類下達前ノ件消失ニ付更
ニ進達セシム」／正院達無号「皇城炎上正院記録焼失ニ付建省
以来達願伺等ノ書類及ビ旧官省ヨリ引継ノ簿冊中同様ノ事件共
謄写差出サシム」／太政官布告第一四七号「太政官文書焼失ニ
付奏任以上履歴書ヲ進致セシム」（中野目徹、熊本史雄 編『近代
日本公文書管理制度史料集　中央行政機関編』岩田書院　2009　
p.114<請求記号 AZ-311-J89>）
6 中野目徹「公式制度の変遷と太政官・内閣における公文書管理」
同上『近代日本公文書管理制度史料集　中央行政機関編』p.1180
7 梅原康嗣「公文書の疎開と復帰」『北の丸』39　2006.10　国
立公文書館<請求記号 Z21-441>
8 『司法沿革誌　続』法務省大臣官房司法法制調査部　1963　
p.312<請求記号 327.1-Si298s2>
9 「例規 官庁ノ文書物品等ノ整理並ニ其ノ積極的活用供出ニ関ス
ル件並ニ官吏ノ出張ノ制限ニ関スル件」昭和19年2月28日 次官
会議決定、「決戦非常措置に基く“官庁の文書物品等の整理並に其
の積極的活用供出に関する件”」国立公文書館デジタルアーカイ
ブ
10 前掲『国文学研究資料館紀要　アーカイブズ研究篇』pp.7-8, 25
11、12 大木操 著『激動の衆議院秘話　舞台裏の生き証人は語る』 

第一法規出版　1980<請求記号 GB511-74>
13 『帝国議会衆議院秘密会議事速記録集』衆議院事務局　1996<
請求記号 BZ-6-11>、『貴族院秘密会議事速記録集』参議院事務局　
1995<請求記号 BZ-6-1>
14 前掲『帝国議会衆議院秘密会議事速記録集』第86回帝国議会
衆議院本会議「三月十日ノ空襲被害状況等ノ報告ニ関スル件」
15 前掲『帝国議会衆議院秘密会議事速記録集』第86回帝国議会
衆議院本会議「空襲ニ依ル被害状況報告」
16 前掲『帝国議会衆議院秘密会議事速記録集』第81回帝国議会
衆議院東京都制案委員会「防空関係事項並ニ防空ト都制案制定ト
ノ関聯ニ付テ」
17 前掲『帝国議会衆議院秘密会議事速記録集』第81回帝国議会
衆議院予算委員第二分科会「空襲ノ状況ニ付テ」

引用
・宮内庁 編『明治天皇紀　第3（明治六年一月-明治九年十二月）』
吉川弘文館　1969　pp.61-62<請求記号 288.41-M448K4m>

・ 文 部 省 編『 日 本 帝 国 文 部 省 年 報　 第51年 報（ 大 正12年4
月-大 正13年3月 ） 上 巻 』 宣 文 堂　1972　p.34<請 求 記 号 
370.59-M753m-(s)>

・阪谷芳直 著『三代の系譜』みすず書房　1979　pp.349-350<
請求記号 GK13-616>

・阪谷芳直 著『ある戦中派「市民」の戦後』大和書房　1982　
pp.8-9<請求記号 GK124-57>

・前掲『激動の衆議院秘話　舞台裏の生き証人は語る』pp.395-396

参考文献
今野彧男「国会における秘密会議録の取扱いについて」『Research 
Bureau論究』15　2018.12　衆議院調査局<請求記号 Z71-M860>
伊藤隆「『帝国議会衆議院秘密会議事速記録集』について」『學鐙』
94(2)　1997.2　丸善出版<請求記号 Z21-176>

空
襲
に
よ
る
惨
禍
は
、
予
測
不
可
能
な

未
来
で
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
国
民
に

防
空
思
想
を
盛
ん
に
喧
伝
す
る
一
方
で
肝

腎
な
情
報
を
伝
え
る
こ
と
は
な
く
、〝
戦
争

の
中
止
〟
の
選
択
肢
は
も
ち
ろ
ん
採
ら
れ

る
は
ず
も
な
か
っ
た
。

や
が
て
予
想
を
は
る
か
に
超
え
る
空
襲

の
惨
劇
に
な
す
術
も
な
く
、
あ
ま
り
に
多

く
の
も
の
が
烏
有
に
帰
し
た
。

石川光陽「迷彩した国会議事堂」『東京
大空襲の全記録』岩波書店　1992<請求
記号 GB531-E132>
空襲で標的となることを避けるため、
コールタールで黒く塗られている。
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ス
コ
ー
プ
を
覗
く
よ
う
に
国
立
国
会
図
書
館

の
あ
る
部
署
に
焦
点
を
合
わ
せ
、
業
務
を
ご
紹

介
す
る
こ
の「
館
内
ス
コ
ー
プ
」。
今
回
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
は
総
務
部
総
務
課
総
務
係
で
す
。
館
全

体
及
び
総
務
課
の
庶
務
担
当
と
し
て
日
々
奔
走

す
る
そ
の
姿
を
捉
え
る
に
は
、
少
々
苦
戦
す
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

手
始
め
に
出
勤
直
後
の
総
務
係
を
見
つ
け
て

み
ま
し
ょ
う
。
ス
コ
ー
プ
は
館
内
、
で
は
な
く

当
館
の
南
隣
に
位
置
す
る
国
会
議
事
堂
に
向
け

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
総
務
係
が
朝
か
ら
議
事

堂
へ
向
か
う
理
由
は
、
国
会
事
務
局
か
ら
の
配

布
物
を
受
け
取
る
た
め
で
す
。こ
の
ほ
か
に
も
、

本
誌
を
国
会
事
務
局
に
お
届
け
す
る
な
ど
、
国

会
と
の
つ
な
ぎ
役
と
し
て
刊
行
物
を
双
方
向
に

運
ん
で
い
ま
す
。
国
会
方
面
へ
の
訪
問
は
緊
張

感
が
あ
る
た
め
フ
ォ
ー
マ
ル
な
服
装
で
向
か
い

ま
す
が
、
同
時
に
大
量
の
資
料
を
運
ぶ
こ
と
も

あ
り
、
汗
ば
ん
だ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
と
ヒ
ー
ル
の
あ

る
靴
で
重
い
台
車
を
押
す
の
に
は
と
て
も
苦
労

し
ま
す
…
…
。

　

館
外
で
仕
事
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
総
務
係
で

す
が
、
館
内
に
戻
っ
て
き
た
後
も
デ
ス
ク
ワ
ー

ク
に
専
念
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
課

内
の
職
員
が
出
張
す
る
と
な
れ
ば
人
事
課
へ
、

新
た
に
物
品
を
購
入
す
る
と
な
れ
ば
会
計
課

へ
、
外
部
機
関
へ
刊
行
物
を
発
送
す
る
準
備
の

た
め
地
下
の
倉
庫
へ
と
、
関
係
各
課
や
倉
庫
を

巡
り
な
が
ら
一
般
的
な
庶
務
の
仕
事
を
進
め
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
動
き
回
る
総
務
係
で
す
の
で
、

既
に
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
方
も
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
ご
安
心
を
。
実
は
そ

の
姿
を
追
わ
ず
と
も
、
総
務
係
の
働
き
は
館
内

の
あ
ち
こ
ち
で
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

例
え
ば
、
各
部
署
に
配
布
さ
れ
て
い
る
内
線

電
話
番
号
表
は
、
総
務
係
が
作
成
・
配
布
を

行
っ
て
い
ま
す
し
、
館
全
体
に
関
わ
る
会
議
で

出
席
者
が
参
照
し
て
い
る
資
料
は
、
総
務
係
が

取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
国
会
会
期

中
の
夕
方
５
時
頃
に
は
、
館
内
の
職
員
に
向
け

て
、
国
会
の
審
議
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
放
送

も
行
っ
て
い
ま
す
。
総
務
係
に
な
る
ま
で
放
送

と
は
全
く
無
縁
だ
っ
た
私
で
す
が
、
最
近
で
は

採
用
試
験
の
放
送
も
担
当
す
る
な
ど
、
思
わ
ぬ

能
力
を
伸
ば
せ
た
よ
う
で
、
こ
れ
も
総
務
係
の

多
様
な
仕
事
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
う
し
て
総
務
係
の
仕
事
を
見
て
み
る
と
、

ず
い
ぶ
ん
ま
と
ま
り
の
な
い
よ
う
に
見
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
全
て
、

当
た
り
前
の
執
務
環
境
を
整
え
る
も
の
で
す
。

全
職
員
を
支
え
る
責
任
感
を
持
っ
て
、
日
々
励

ん
で
い
ま
す
。

　

以
上
、例
に
漏
れ
ず
庶
務
に
追
わ
れ
る
今
日
、

合
間
で
こ
の
記
事
を
書
き
な
が
ら
、
や
は
り
観

察
対
象
と
な
る
よ
り
も
観
察
主
体
と
し
て
館
内

に
目
を
配
る
方
が
性
に
合
う
な
と
感
じ
る
、
総

務
係
員
で
し
た
。

（
総
務
部
総
務
課　

過
客
）

全体を巡り、支えています
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「
新
宿
」
と
い
う
と
、
東
京
都
庁
を
は
じ

め
と
し
た
高
層
ビ
ル
群
、
多
く
の
人
で
賑
わ

う
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル
や
百
貨
店
、
歓
楽
街

の
派
手
な
ネ
オ
ン
な
ど
、
新
宿
駅
周
辺
の
繁

華
街
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
明
治
11
年
、
現
在
の
新
宿
区
の
東

側
半
分
に
四
谷
区
と
牛
込
区
が
設
置
さ
れ
た

当
時
、
新
宿
駅
周
辺
は
ま
だ
村
や
町
で
、
賑

わ
い
の
中
心
地
で
は
な
か
っ
た
。

　

平
成
元
年
に
開
館
し
た
新
宿
区
立
新
宿
歴

史
博
物
館
の
開
館
30
周
年
を
記
念
し
て
刊
行

さ
れ
た
本
書
は
、
そ
ん
な
明
治
の
初
め
か
ら

平
成
の
終
わ
り
ま
で
の
新
宿
の
風
景
を
切
り

取
っ
た
２
８
１
点
の
写
真
か
ら
、
現
在
の
新

宿
が
ど
の
よ
う
に
し
て
形
作
ら
れ
て
き
た
の

か
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
写
真
集
で
あ

る
。
タ
イ
ト
ル
に
「
２
」
と
あ
る
の
は
、
同

館
の
開
館
20
周
年
記
念
で
作
成
さ
れ
た
第
一

弾
『
新
宿
風
景
』
が
あ
る
か
ら
だ
。
巻
頭
に

は
、
落
合
地
区
出
身
の
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
泉
麻

人
が
エ
ッ
セ
イ
を
寄
せ
て
い
る
。

　

ペ
ー
ジ
を
順
に
め
く
っ
て
ゆ
く
と
、
明
治

時
代
以
降
、
新
宿
駅
の
西
側
に
東
京
の
近
代

水
道
を
支
え
た
淀
橋
浄
水
場
が
建
設
さ
れ
、

関
東
大
震
災
や
太
平
洋
戦
争
中
の
空
襲
に
よ

る
被
害
と
復
興
、
高
度
経
済
成
長
期
の
浄
水

場
移
転
な
ど
を
経
て
、
四
谷
や
神
楽
坂
、
新

宿
三
丁
目
か
ら
新
宿
駅
東
口
、新
宿
駅
西
口
、

と
エ
リ
ア
ご
と
に
開
発
が
進
ん
で
き
た
こ
と

が
わ
か
る
。

　

新
宿
駅
だ
け
に
着
目
し
て
も
、
明
治
時
代

に
現
南
口
に
建
て
ら
れ
た
二
代
目
駅
舎
の
姿

か
ら
、
時
代
を
追
う
ご
と
に
駅
舎
が
大
き
く

な
り
、
構
内
に
見
え
る
線
路
の
数
も
増
え
、

一
日
の
乗
降
客
数
が
世
界
一
多
い
現
在
の
新

宿
駅
の
姿
に
な
っ
て
ゆ
く
様
子
は
見
ご
た
え

が
あ
る
。

　

大
き
な
変
化
を
見
て
楽
し
む
一
方
で
、
変

わ
ら
な
い
部
分
や
今
に
残
る
部
分
も
目
に
留

ま
る
。
大
正
初
年
頃
の
写
真
の
奥
に
見
え
る

早
稲
田
大
学
。
昭
和
２
年
に
今
の
場
所
に
開

業
し
た
あ
の
書
店
。
昭
和
32
年
の
国
立
競
技

場
建
設
中
も
平
成
29
年
の
新
国
立
競
技
場
建

設
中
も
、
す
ぐ
隣
に
写
っ
て
い
る
聖
徳
記
念

絵
画
館
。
四
谷
に
あ
る
た
い
や
き
屋
の
、
創

業
し
て
間
も
な
い
頃
が
写
っ
た
写
真
を
見
た

と
き
は
、
な
ん
だ
か
嬉
し
く
な
っ
た
。
き
っ

と
こ
の
日
も
、
店
の
入
り
口
ま
で
き
れ
い
に

雪
か
き
さ
れ
た
道
を
通
っ
て
、
た
い
や
き
を

買
い
に
来
た
誰
か
が
い
た
だ
ろ
う
。

　

大
正
14
年
の
誰
か
が
洋
画
の
封
切
り
を
喜

ん
だ
映
画
館
だ
っ
た
場
所
で
、
令
和
３
年
の

私
は
服
を
買
っ
た
。
昭
和
13
年
に
氾
濫
し
て

住
民
を
悩
ま
せ
た
妙
正
寺
川
に
、
平
成
27
年

の
誰
か
が
イ
ベ
ン
ト
「
川
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

と
し
て
反
物
を
架
け
た
。
昭
和
35
年
、
誰
か

が
90
円
均
一
の
靴
下
を
選
ん
だ
百
貨
店
は
、

平
成
30
年
に
は
別
の
百
貨
店
に
な
っ
て
い

て
、
私
は
そ
こ
で
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト

を
選
ん
だ
。
昭
和
42
年
頃
に
誰
か
が
悔
し
い

思
い
で
立
ち
退
い
て
い
っ
た
だ
ろ
う
飲
み
屋

街
は
、
現
在
、
誰
か
の
車
が
行
き
交
う
大
通

り
の
一
部
に
な
っ
て
い
る
。

　

変
わ
る
場
所
に
も
変
わ
ら
な
い
場
所
に

も
、
重
な
っ
て
ゆ
く
誰
か
の
記
憶
や
自
分
の

記
憶
が
あ
り
、
写
真
は
そ
れ
を
呼
び
起
こ
し

て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
本
書
は
教

え
て
く
れ
る
。　
　
　
　
　
　
　
（
根ね
ご
ろ来 

南
）
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令
和
３
年
度
ア
ジ
ア
情
報
研
修

　

ア
ジ
ア
情
報
の
収
集
・
提
供
に
関
す
る
ス
キ
ル
向
上
を
図
る

と
と
も
に
、
ア
ジ
ア
情
報
関
係
機
関
間
の
連
携
を
深
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
令
和
３
年
度
ア
ジ
ア
情
報
研
修
を
行
い
ま
す
。

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト
ロ
）
ア

ジ
ア
経
済
研
究
所
と
共
催
で
実
施
し
ま
す
。

○
日
時　

12
月
２
日
（
木
）
～
３
日
（
金
）

○
会
場　

Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
（Zoom

 M
eetings

）
に

よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催

○
対
象　

各
種
図
書
館
、調
査
・
研
究
・
教
育
機
関
、中
央
省
庁
・

地
方
公
共
団
体
等
に
属
す
る
方
、
大
学
院
生
等
。

　

＊
主
に
日
本
語
・
英
語
の
情
報
源
を
扱
い
ま
す
。　

○
定
員　

20
名
（
原
則
、
１
機
関
に
つ
き
１
名
）。
応
募
多
数

の
場
合
は
調
整
し
ま
す
。

○
テ
ー
マ　

国
際
化
す
る
ア
ジ
ア
の
諸
課
題
を
調
べ
よ
う
！　

～
国
際
機
関
の
文
書
と
統
計
を
使
っ
て
～

　

＊�

ア
ジ
ア
地
域
で
は
複
数
国
が
関
わ
る
課
題
が
発
生
し
、

そ
の
解
決
に
国
際
機
関
が
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
こ
の
研
修
で
は
具
体
的
な
事
例
を
取
り
上
げ
な

が
ら
、国
際
機
関
が
公
開
し
て
い
る
文
書
や
統
計
を
使
っ

て
、
こ
れ
ら
の
課
題
を
調
査
す
る
方
法
を
学
び
ま
す
。

○
内
容
（
予
定
）

12
月
２
日
（
木
）
13
時
15
分
～
17
時
25
分

　

科
目
①
「
文
書
か
ら
調
べ
る
」（
関
西
館 

ア
ジ
ア
情
報
課
）

　

講
演
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
経
済
発
展
を
比
較
す
る
」

	

（
講
師　

深
尾
京
司
氏
（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
所
長
））　　
　

12
月
３
日
（
金
）
13
時
15
分
～
15
時
55
分　

　

科
目
②
「
統
計
か
ら
調
べ
る
」（
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
学
術

情
報
セ
ン
タ
ー 

図
書
館
情
報
課
）

＊
「
科
目
①
」
及
び
「
科
目
②
」
は
、
実
習
を
行
い
ま
す
。

＊
受
講
者
の
方
に
は
、
事
前
課
題
に
ご
回
答
い
た
だ
き
ま
す
。

○
参
加
費　

無
料
。
た
だ
し
通
信
費
等
は
受
講
者
に
ご
負
担

い
た
だ
き
ま
す
。

○
申
込
方
法　

国
立
国
会
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
左
記
の

ペ
ー
ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
「
ア
ジ
ア
情
報
研
修
（
令
和
３
年
度
）：
国
際
化
す
る
ア
ジ

ア
の
諸
課
題
を
調
べ
よ
う
！　

～
国
際
機
関
の
文
書
と
統

計
を
使
っ
て
～
」

　

h
ttp

s://rn
avi.n

d
l.g

o
.jp

/asia/en
try/asia-

w
orkshop2021.php　

　

＊�

申
込
受
付
後
に
お
送
り
す
る
確
認
メ
ー
ル
が
届
か
な
い

場
合
は
、
左
記
ま
で
お
電
話
く
だ
さ
い
。

○
申
込
期
限　

９
月
30
日
（
木
）

　

＊�

参
加
の
可
否
は
、
10
月
４
日
（
月
）
ま
で
に
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

○
問
合
せ
先

　

関
西
館 

ア
ジ
ア
情
報
課　

　

電
話　

０
７
７
４
（
９
８
）
１
３
７
１
（
直
通
）

　

電
子
メ
ー
ル　

m
l-k-asia@

ndl.go.jp

関
西
館
へ
の
資
料
移
送
に
伴
う
資
料
の
利
用
休
止
に

つ
い
て

　　

国
立
国
会
図
書
館
で
は
、
日
々
増
え
続
け
る
資
料
を
適
切
な

環
境
で
保
存
し
、
書
庫
の
有
効
な
利
用
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
東
京
本
館
資
料
の
一
部
を
関
西
館
へ
移
送
し
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
移
送
期
間
中
は
以
下
の
資
料
の
利
用
を
休

止
し
ま
す
。
利
用
者
の
皆
様
に
は
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま

す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
移
送
対
象
資
料

　

東
京
本
館
所
蔵
の
洋
図
書　

約
３
４
６
，
０
０
０
冊

　
（�

昭
和
43
年
４
月
以
降
昭
和
61
年
８
月
ま
で
に
整
理
さ
れ
た

も
の
）

②
利
用
休
止
予
定
期
間

　

９
月
１
日
～
令
和
４
年
１
月
31
日
ま
で

　

※�

利
用
休
止
中
の
資
料
は
、
国
立
国
会
図
書
館
オ
ン
ラ
イ
ン

の
所
蔵
一
覧
画
面
に
「
作
業
中
」
と
表
示
し
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

③
移
送
後
の
利
用

　

関
西
館
で
利
用
が
可
能
で
す
。
東
京
本
館
に
取
り
寄
せ
て
の

利
用
も
可
能
で
す
。
資
料
の
状
態
に
よ
っ
て
は
取
寄
せ
を
お
断

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

④
問
合
せ
先

　

・
令
和
４
年
１
月
31
日
ま
で

　
　

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
部 

図
書
館
資
料
整
備
課 

図
書
整
備
室

　
　

０
３
（
３
５
８
１
）
２
３
３
１
（
代
表
）

　

・
令
和
４
年
２
月
１
日
以
降

　
　

関
西
館 

文
献
提
供
課

　
　

０
７
７
４
（
９
８
）
１
２
０
０
（
代
表
）

https://rnavi.ndl.go.jp/asia/entry/asia-workshop2021.php
https://rnavi.ndl.go.jp/asia/entry/asia-workshop2021.php
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令和3年度国立国会図書館長と都道府県立及び政令指
定都市立図書館長との懇談会

令
和
３
年
度
国
立
国
会
図
書
館
長
と
都
道
府
県
立
及

び
政
令
指
定
都
市
立
図
書
館
長
と
の
懇
談
会

　

６
月
24
日
、
標
記
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
懇
談

会
は
、
国
立
国
会
図
書
館
と
公
共
図
書
館
と
の
協
力
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
、
今
年
で
56
回
目
と
な
り

ま
す
。
昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

防
止
の
観
点
か
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
、
オ
ン
ラ
イ

ン
形
式
に
よ
り
２
年
ぶ
り
に
行
い
、
都
道
府
県
立
及
び
政
令
指

定
都
市
立
図
書
館
69
館
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
横
井
理
夫
文
部
科
学
省
総
合
教
育
政
策
局
地
域
学

習
推
進
課
長
が
、
最
近
の
図
書
館
行
政
の
動
向
に
つ
い
て
報
告

を
行
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
今
年
度
の
懇
談
会
の
テ
ー
マ
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
―
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か

ら
―
」
の
下
、
当
館
か
ら
片
山
信
子
総
務
部
長
が
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
影
響
と
対
応
、
ビ
ジ
ョ
ン
、
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
等

に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
公
共
図
書
館
２
館
か
ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
南
雲

正
二
神
奈
川
県
立
図
書
館
長
か
ら
は
、
来
館
時
に
お
け
る
感
染

拡
大
防
止
対
策
、
イ
ベ
ン
ト
の
動
画
配
信
や
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
用
い

て
の
実
施
、
Ｗ
ｅ
ｂ
展
示
等
の
取
組
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
大

賀
浩
一
大
阪
府
立
中
央
図
書
館
長
か
ら
は
、
郵
送
貸
出
、
研
修

等
の
動
画
配
信
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
対
面
朗
読
、
こ
ど
も
資

料
室
の
取
組
の
事
例
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

懇
談
会
の
後
半
で
は
、
地
域
ご
と
に
９
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を
使
っ
て
グ
ル
ー

プ
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
懇
談
内

容
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
資
料
の
郵
送
貸
出
サ
ー
ビ
ス
や
電

子
書
籍
導
入
等
の
非
来
館
型
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
研
修
の
オ
ン

ラ
イ
ン
開
催
や
動
画
で
の
配
信
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化
に
対
応
し
た

図
書
館
員
の
ス
キ
ル
向
上
、
カ
ウ
ン
タ
ー
業
務
を
行
う
職
員
の

テ
レ
ワ
ー
ク
・
在
宅
勤
務
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た
積
極
的
な
情
報

発
信
等
、各
館
の
取
組
や
課
題
に
つ
い
て
、発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

お
も
な
人
事

<

異
動>　

※
（　

）
内
は
前
職

令
和
３
年
７
月
１
日
付
け

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
（
専
門
調
査
員　

調
査
及

び
立
法
考
査
局
長
・
政
治
議
会
調
査
室
主
任
事
務
取
扱
）　　

寺
倉　

憲
一

専
門
調
査
員　

調
査
及
び
立
法
考
査
局
政
治
議
会
調
査
室
主
任

（
衆
議
院
法
制
局
第
一
部
長
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

塩
田　

智
明

＃23
東京本館
新館屋上
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新
刊
案
内

外
国
の
立
法　

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説　

第
２
８
８
号

　

ド�
イ
ツ
に
お
け
る
法
フ
ォ
ー
ラ
ム
財
団
の
設
立
―
法
治
国
家

に
関
す
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
構
想
―

　

韓�

国
に
お
け
る
デ
ー
タ
基
盤
行
政
の
活
性
化
に
関
す
る
法
律

の
制
定

　

中
国
に
お
け
る
生
物
安
全
法
の
制
定

レ
フ
ァ
レ
ン
ス　

８
４
６
号

　

米�

国
に
お
け
る
退
役
軍
人
の
薬
物
乱
用
問
題
―
戦
争
と
社
会

の
接
点
―

　

欧�

州
グ
リ
ー
ン
デ
ィ
ー
ル
と
欧
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